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『
徒
然
草
』
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
方
法

―
『
白
氏
文
集
』
の
場
合
―　

黄コ
ウ　

昱イ
ク

一
、
は
じ
め
に

『
徒
然
草
』
第
十
三
段
に
、「
文
は
、
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、
白
氏
文
集
、
老
子
の
こ
と
ば
、
南
華
の
篇
。
こ
の
国
の
博
士
ど
も

の
書
け
る
物
も
、 

い
に
し
へ
の
は
、 
あ
は
れ
な
る
事
多
か
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、 

兼
好
法
師
は
『
文
選
』『
白
氏
文
集
』『
老
子
』『
荘

子
』
を
漢
籍
の
代
表
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。『
徒
然
草
』
に
見
ら
れ
る
『
白
氏
文
集
』
の
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
す
で
に
い
く
つ
か

の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
は
ま
だ
諸
説
あ
り
、
未
だ
定
説
を
見
な
い
。

早
く
に
、
久
保
田
淳
氏
、
川
口
久
雄
氏
①
は
、『
徒
然
草
』
に
引
用
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
の
多
く
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
や
『
千

載
佳
句
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
先
行
古
典
作
品
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
直
接
に
出
典
を
『
文
集
』
に
仰
ぐ
か
ど
う
か
を
疑
問
と
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
久
保
田
氏
は
「
兼
好
の
教
養
を
考
え
れ
ば
、
直
接
「
文
集
」
か
ら
出
た
表
現
が
多
い
の
で
は
な
い
か
」
と
、
兼
好

の
漢
学
教
養
を
考
慮
し
た
考
え
方
を
示
し
て
い
る
が
、
戸
谷
三
都
江
氏
、
金
文
峰
氏
②
は
、
久
保
田
氏
の
示
し
た
後
者
の
考
え
を
進
め
、

『
徒
然
草
』
の
『
文
集
』
の
受
容
は
詩
句
の
引
用
に
止
ま
ら
ず
、 
章
段
全
体
の
主
題
や
構
想
ま
で
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
、『
白
氏
文
集
』

の
直
接
な
影
響
を
大
い
に
想
定
し
て
い
る
。

村
上
美
登
志
氏
③
は
『
徒
然
草
』
の
漢
籍
受
容
に
中
世
の
和
製
類
書
を
中
間
に
置
い
た
も
の
が
多
々
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ

れ
ら
中
世
に
成
立
し
た
和
製
類
書
に
も
『
白
氏
文
集
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、『
徒
然
草
』
が
受
容
し
た
『
文
集
』
の
文
章
と
重
な

る
部
分
が
三
箇
所
確
認
で
き
る
。『
徒
然
草
』
の
『
白
氏
文
集
』
受
容
を
考
え
る
上
に
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
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『
徒
然
草
』
に
は
、
明
ら
か
に
『
白
氏
文
集
』
を
受
容
し
た
と
認
め
ら
れ
る
部
分
が
二
一
箇
所
あ
り
、『
白
氏
文
集
』
の
受
容
に
関
し
て
は
、

原
典
或
い
は
別
の
受
容
媒
体
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
『
徒
然
草
』
が
直
接
に
『
白
氏
文
集
』
を
受
容
し
た
か
否
か
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
、
典
拠
を
洗
い
出

し
た
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
有
益
で
は
あ
る
が
、『
徒
然
草
』
に
お
け
る
『
白
氏
文
集
』
受
容
に
関
し
て
、
部
分
的
な
引
用
、
或
い

は
全
体
の
構
想
に
関
わ
る
引
用
と
の
区
別
を
考
え
る
だ
け
で
は
、『
徒
然
草
』
が
『
白
氏
文
集
』
の
受
容
を
通
し
て
獲
得
し
た
表
現

効
果
な
ど
、
そ
の
受
容
の
方
法
を
全
面
的
に
把
握
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、『
徒
然
草
』
の
『
白
氏
文
集
』
受
容
を
考
え

る
時
、『
源
氏
物
語
』
は
重
要
な
中
間
的
媒
体
と
な
る
が
、『
徒
然
草
』
の
『
源
氏
物
語
』
受
容
に
つ
い
て
、
稲
田
利
徳
氏
が
「
自

己
の
関
心
の
あ
る
体
験
を
、
生
活
次
元
の
生
の
ま
ま
の
描
写
せ
ず
、
そ
の
対
象
を
一
度
、
自
己
の
美
的
理
念
、
思
想
、
あ
る
い
は
古

典
文
学
の
世
界
を
通
過
さ
せ
て
、
再
創
造
を
試
み
る
や
り
か
た
で
あ
る
」④
、「「
源
氏
」
の
珍
し
い
語
句
や
印
象
鮮
明
な
場
面
を
借

用
し
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
少
し
離
陸
し
、
兼
好
な
り
の
新
し
い
美
意
識
や
場
面
状
況
、
人
物
造
形
を
目
論
ん
で
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
」⑤
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
兼
好
が
先
行
の
古
典
作
品
を
受
容
す
る
時
、
独
自
性
を
持
つ
文
章
表
現
を
目
指
す
意
匠
が
見

ら
れ
る
。『
徒
然
草
』
の
『
白
氏
文
集
』
受
容
も
、
そ
の
典
拠
や
中
間
的
資
料
を
特
定
す
る
の
が
難
し
い
ほ
ど
、
こ
な
れ
た
引
用
方

法
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
発
表
は
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
『
白
氏
文
集
』
の
受
容
例
を
指
摘
し
た
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
例
を
改
め
て
検
討
し
、

そ
の
受
容
の
方
法
と
表
現
効
果
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
兼
好
が
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
の
秀
句
撰
や
、『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』

な
ど
の
王
朝
文
学
、「
文
集
百
首
」
な
ど
和
歌
の
世
界
を
経
由
し
て
『
白
氏
文
集
』
を
摂
取
し
た
具
体
的
な
方
法
と
そ
の
作
意
を
考
察
し
、

『
徒
然
草
』
は
こ
れ
ら
の
中
間
的
媒
体
を
通
し
て
『
白
氏
文
集
』
を
理
解
し
て
い
る
傾
向
を
分
析
す
る
。
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二
、
先
行
古
典
作
品
を
中
間
媒
体
と
し
て
の
受
容
方
法

『
徒
然
草
』
に
『
白
氏
文
集
』
を
受
容
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
は
次
の
二
十
一
箇
所
で
あ
る
。

第
七
段
、
第
八
段
（
二
箇
所
）、
第
十
九
段
（
二
箇
所
）、
第
二
十
九
段
、
第
三
十
段
、
第
三
十
八
段
（
三
箇
所
）、
第
四
十
一
段
、

第
四
十
三
段
、
第
五
十
四
段
（
二
箇
所
）、
第
百
五
段
、
第
百
三
十
七
段
、
第
百
四
十
二
段
、
第
百
七
十
二
段
、
第
百
七
十
四
段
、
第

百
八
十
八
段
、
第
二
百
三
十
五
段
の
十
六
章
段
。

そ
の
内
容
を
見
る
と
、
諷
喩
詩
（
巻
一
～
巻
四
）
が
九
首
、
感
傷
詩
（
巻
九
～
巻
十
二
）
が
一
首
、
律
詩
（
巻
十
四
～
巻
二
十
・
巻

五
十
一
～
巻
七
十
一
）
が
十
一
首
で
あ
り
、
閑
適
詩
（
巻
五
～
巻
八
）
の
受
容
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
例
の
中
に
は
、
第
七
段
「
夕

の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
」
と
い
う
よ
う
に
、『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
「
夕
陽
愛
子
孫
」
を
訓
読
し
た
形
で
取
り
入
れ
た
場
合
も
あ
り
、『
白

氏
文
集
』
の
中
で
も
広
く
親
し
ま
れ
る
「
上
陽
白
髪
人
」
の
一
句
「
秋
夜
長
、
夜
長
無
寐
天
不
明
」
を
第
二
十
九
段
「
人
し
づ
ま
り
て

後
、
長
き
夜
の
す
さ
び
に
」
に
取
り
込
む
よ
う
に
、
一
見
し
て
『
白
氏
文
集
』
の
文
章
が
直
接
の
典
拠
だ
と
は
気
づ
か
れ
な
い
ほ
ど
『
文

集
』
の
漢
詩
文
を
和
文
化
し
て
文
章
を
綴
っ
た
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
例
は
、
前
述
す
る
久
保
田
淳
氏
（
一
九
七
〇
）、
川
口
久
雄
氏

（
一
九
七
四
）
が
『
徒
然
草
』
の
『
白
氏
文
集
』
の
直
接
的
な
受
容
を
疑
問
視
す
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
源
氏
物
語
』
や
『
和

漢
朗
詠
集
』
な
ど
の
先
行
古
典
作
品
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
七
段
・
第
二
十
九
段
の
例
は
先
行
す
る
古
典
作
品
を
経
由

し
て
『
文
集
』
を
典
拠
と
す
る
表
現
を
受
容
し
た
可
能
性
が
高
い
。
本
章
は
ま
ず
、
前
述
し
た
金
文
峰
氏
（
二
〇
〇
一
）
の
論
文
を
踏

ま
え
、
中
間
的
媒
体
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
、『
徒
然
草
』
が
受
容
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
例
を
考
察
し
た
い
。
そ
の
受
容
の
主
な
中
間
的

媒
体
は
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
と
い
っ
た
秀
句
撰
・『
源
氏
物
語
』・『
文
集
百
首
』
な
ど
の
和
歌
と
の
三
つ
の
節
に
分
け
て
考
え
る
。

（
一
）『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
の
秀
句
撰
の
場
合

先
に
示
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
二
十
一
箇
所
の
う
ち
、『
千
載
佳
句
』
に
取
ら
れ
た
詩
句
は
九
箇
所
、『
和
漢
朗
詠
集
』
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に
取
ら
れ
た
詩
句
は
十
二
箇
所
見
ら
れ
る
。『
徒
然
草
』の『
文
集
』受
容
を
考
え
る
際
に
は
、こ
う
い
う
秀
句
撰
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い
。

⑴
匂
ひ
な
ど
は
仮
の
も
の
な
る
に
、
し
ば
ら
く
衣
裳
に
薫
物
す
と
知
り
な
が
ら
、
え
な
ら
ぬ
匂
ひ
に
は
、
必
ず
心
と
き
め
き
す
る

も
の
な
り
。（『
徒
然
草
』
第
八
段
）

為
レ
君
薫
二
衣
裳
一
、君
聞
二
蘭
麝
一
不
二
馨
香
一
。
為
レ
君
盛
二
容
飾
一
、君
看
二
金
翠
一
無
二
顏
色
一
。（『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
諷
喩
三
「
新

楽
府
・
太
行
路0134

」）

為
レ
君
薫
二
衣
裳
一
、
君
聞
二
蘭
麝
一
不
二
馨
─
香
一
。
為
レ
君
事
二
容
餝
一
、
君
見
二
金
翠
一
無
二
顏
色
一
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
恋
・

778

）

『
徒
然
草
』
第
八
段
は
人
の
心
を
惑
わ
す
色
欲
に
つ
い
て
説
い
た
章
段
で
あ
る
。
匂
い
は
一
時
的
な
も
の
と
知
り
な
が
ら
、
思
わ
ず
魅
力

さ
れ
る
人
間
の
愚
か
さ
を
描
く
時
、「
し
ば
ら
く
衣
裳
に
薫
物
す
と
知
り
な
が
ら
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
。
こ
れ
は
『
徒
然
草
』
最
古
の

注
釈
書
『
寿
命
院
抄
』
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、『
白
氏
文
集
』「
新
楽
府
・
太
行
路
」
の
一
句
「
為
レ
君
薫
二
衣
裳
一
」
を
踏
ま
え

て
い
る
。『
文
集
』
の
中
で
も
新
楽
府
は
平
安
時
代
か
ら
と
く
に
愛
好
さ
れ
た
部
分
で
、
こ
の
詩
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
採
ら
れ
て
⑥
、

人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
太
行
路
」
は
「
借
二
夫
婦
一
以
諷
二
君
臣
之
不
一
レ
終
也
」
と
題
目
の
注
に
あ
る
よ
う
に
、

本
来
的
に
は
夫
婦
の
こ
と
以
て
人
の
定
ま
ら
な
い
心
、
そ
し
て
君
臣
の
関
係
を
諷
喩
し
た
詩
で
あ
る
が
、『
徒
然
草
』
は
そ
の
中
の
、「
為
レ

君
薫
二
衣
裳
一
、
君
聞
二
蘭
麝
一
不
二
馨
香
一
」、
君
の
た
め
に
衣
装
に
香
を
た
き
し
め
て
も
、
愛
情
が
薄
く
な
っ
た
君
が
こ
の
蘭
麝
の
匂
い
を
よ

い
香
り
と
し
な
い
と
い
う
部
分
だ
け
を
借
用
し
、
白
詩
の
意
味
と
は
逆
に
、
衣
服
の
よ
い
匂
い
に
惑
わ
さ
れ
る
愚
か
な
人
間
を
描
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
白
詩
の
本
意
、
さ
ら
に
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
句
の
意
味
と
も
か
け
離
れ
た
使
い
方
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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⑵
「
も
の
の
あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ
」
と
、
人
ご
と
に
言
ふ
め
れ
ど
、
そ
れ
も
さ
る
も
の
に
て
、
い
ま
一
き
は
心
も
浮
き
た
つ

も
の
は
、
春
の
け
し
き
に
こ
そ
あ
め
れ
。（『
徒
然
草
』
第
十
九
段
）

黄
昏
獨
立
佛
堂
前
、
満
レ
地
槐
花
滿
レ
樹
蝉
。
大
抵
四
時
心
揔
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天
。（『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
・
律
詩
「
暮
立

0790

」）

大
底
四
時
心
惣
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天
。（『
千
載
佳
句
』
巻
上
・
秋
興
・177

）

大
底
四
時
心
惣
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
秋
興
・223

）

『
徒
然
草
』
第
十
九
段
は
四
季
の
風
物
に
つ
い
て
の
随
想
を
述
べ
た
章
段
で
あ
る
。
そ
の
美
意
識
は
和
歌
や
、『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』

な
ど
の
王
朝
文
学
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
が
⑦
、  

傍
線
部
の
「
も
の
の
あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
、『
野

槌
』
な
ど
の
古
注
は
『
白
氏
文
集
』「
暮
に
立
つ
」
を
典
故
と
し
て
指
摘
し
た
。
こ
の
白
詩
は
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』『
源
氏
物
語
』

に
も
採
ら
れ
て
、
著
名
な
詩
句
で
あ
る
が
、
現
代
の
『
徒
然
草
』
の
諸
注
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
秋
は
も
の
の
哀
れ
を
感
じ
や
す

い
季
節
と
い
う
美
意
識
は
、『
古
今
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
い
つ
は
と
は
時
は
わ
か
ね
ど
秋
の
よ
ぞ
物
思
ふ
事
の
か
ぎ
り
な
り
け
る
」

（
巻
四
・
秋
歌
上189

）
に
見
ら
れ
、
和
歌
の
世
界
で
も
好
ま
れ
た
意
趣
で
あ
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
白
詩
は
「
苦
」「
腸
断
」
と
い
う

言
葉
を
用
い
て
、
秋
の
悲
し
い
気
持
ち
を
詠
む
が
、『
千
載
佳
句
』、『
和
漢
朗
詠
集
』
は
こ
の
句
を
「
秋
興
」
に
配
置
し
て
い
る
。
古
注

で
は
、
書
陵
部
本
『
朗
詠
抄
』（
書
陵
部
本
系
甲
本
）
に
「
大
底
四
―
、
此
モ
、
遊
覧
ノ
詩
也
。
四
季
ニ
随
テ
、
心
ヲ
慰
ム
ル
コ
ト
、
取

リ
〳
〵
也
。（
中
略
）
取
分
、
秋
ハ
興
勝
リ
」
と
注
を
付
し
て
お
り
、『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』（
書
陵
部
本
系
乙
本
）
に
「
惣
題
ニ
合
セ
ハ
、

春
ハ
花
ニ
苦
ロ
ノ
心
、
夏
ハ
郭
公
ヲ
待
ノ
心
、
冬
ハ
雪
ニ
乗
シ
テ
、
何
レ
モ
面
白
キ
コ
ト
ア
レ
ト
モ
、
取
リ
分
、
秋
ノ
天
ニ
、
秋
風
ノ
落
葉
ニ
昆
シ
テ
、
管
弦
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ヲ
成
ス
感
情
、
面
白
ト
也
。
但
シ
又
、
此
義
テ
ハ
、
腸
断
ツ
コ
ト
、
不
レ
聞
。
然
ト
モ
、
面
白
紅
葉
ナ
ト
ノ
チ
ル
ニ
ハ
、
ハ
ラ
ワ
タ
断
ン
歟
也
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
書
陵
部
本
系
が
特
に
こ
の
問
題
に
注
目
し
て
、
四
季
の
慰
み
や
面
白
み
を
説
明
し
て
い
る
。
書
陵
部
本
系
朗
詠
注
は
室

町
初
期
以
前
の
成
立
と
さ
れ
⑧
、『
徒
然
草
』
と
の
前
後
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
四
季
の
と
り
ど
り
の
風
情
を
述
べ
て

い
く
『
徒
然
草
』
第
十
九
段
の
冒
頭
に
こ
の
秋
に
関
す
る
記
述
が
置
か
れ
た
こ
と
は
、
こ
う
い
う
四
季
の
情
緒
を
以
て
こ
の
白
詩
を
解

説
す
る
朗
詠
古
注
の
発
想
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑶
人
し
づ
ま
り
て
後
、
長
き
夜
の
す
さ
び
に
、
な
に
と
な
き
具
足
と
り
し
た
ゝ
め
、
残
し
置
か
じ
と
思
ふ
反
古
な
ど
破
り
す
つ
る

中
に
、
亡
き
人
の
手
習
ひ
、
絵
か
き
す
さ
び
た
る
見
出
で
た
る
こ
そ
、
た
だ
そ
の
折
の
こ
こ
ち
す
れ
。（『
徒
然
草
』
第
二
十
九
段
）

妬
令
三
潛
配
二
上
陽
宮
一
、 

一
生
遂
向
二
空
房
一
宿
。
秋
夜
長
、
夜
長
無
レ
寐
天
不
レ
明
。
耿
耿
残
燈
背
レ
壁

影
、
蕭
蕭
暗
雨
打
レ
窓
聲
。（『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
諷
喩
三
「
新
楽
府
・
上
陽
白
髪
人0131

」）　　
　
　

耿
々
残
燈
背
壁
影
、
蕭
々
暗
雨
打
窓
聲
。（『
千
載
佳
句
』
巻
上
・
雨
夜
・285

）

秋
夜
長
、
夜
長
無
レ
眠
天
不
レ
明
。
耿
々
残
燈
背
レ
壁
影
、
蕭
々
暗
雨
打
レ
窓
聲
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
秋
夜
・233

）　

遅
遅
鐘
漏
初
長
夜
、
耿
耿
星
河
欲
レ
曙
天
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
秋
夜
・234

）

燕
子
楼
中
霜
月
夜
、
秋
来
只
為
二
一
人
一
長
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
秋
夜
・235

）

蔓
草
露
深
人
定
後
、
終
宵
雲
尽
月
明
前
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
秋
夜
・236

）

『
徒
然
草
』
第
二
十
九
段
は
古
い
手
紙
な
ど
を
整
理
す
る
時
に
催
し
た
懐
旧
の
思
い
を
述
べ
た
章
段
で
あ
る
。
冒
頭
の
文
章
に
つ
い
て
、

三
木
紀
人
氏
『
徒
然
草
全
訳
注
』（
一
九
九
二
）
は
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
『
白
氏
文
集
』「
上
陽
白
髪
人
」
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の
一
句
「
秋
夜
長
、
夜
長
無
レ
眠
天
不
レ
明
」
と
、
同
じ
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
秋
夜
の
小
野
篁
の
詩
句
「
蔓
草
露
深
人
定
後
」
の
影

響
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
ほ
か
の
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
が
こ
の
部
分
に
つ
い
て
典
拠
を
挙
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
右
で
あ
げ
た233

か

ら
始
ま
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
夜
の
部
の
詩
文
は
、「
人
し
づ
ま
り
て
後
、
長
き
夜
」
と
続
く
『
徒
然
草
』
本
文
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
長
い
秋
の
夜
と
い
う
、
稲
田
利
徳
氏
が
指
摘
し
た
「
孤
寂
の
な
か
に
我
が
身
を
深
く
沈
潜
さ
せ
、
現
在
お
か
れ
て

い
る
自
己
を
と
り
ま
く
状
況
の
一
切
を
捨
象
し
た
時
間
帯
」
⑨
が
帯
び
た
哀
愁
な
情
緒
も
一
致
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
狭
衣
物
語
』
に
、

「
文
の
け
し
き
な
ど
も
、
た
だ
お
ほ
か
た
に
思
は
せ
た
る
な
つ
か
し
さ
を
ば
、
お
ろ
か
な
ら
ぬ
さ
ま
に
い
ひ
な
さ
せ
給
へ
る
さ
ま
な
ど
も
、

さ
し
向
ひ
聞
え
さ
せ
た
る
心
地
の
み
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
い
と
ど
御
と
の
ご
も
る
べ
う
も
な
け
れ
ば
、「
燕
子
楼
の
中
」
と
ひ
と
り
ご
た
れ

給
ひ
つ
つ
、
丑
四
つ
と
申
す
ま
で
に
な
り
に
け
り
」
と
い
う
、
秋
の
長
い
夜
に
、
狭
衣
帝
が
源
氏
の
宮
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
で
し
み
じ

み
と
懐
か
し
さ
と
恋
し
さ
を
覚
え
る
場
面
が
あ
る
。
手
紙
を
読
む
こ
と
で
相
手
と
対
面
す
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
る
と
い
う『
徒
然
草
』

第
二
十
九
段
と
近
似
す
る
状
況
に
「
燕
子
楼
中
霜
月
夜
」
の
一
句
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
王
朝
文
学
に
す
で
に
寂
し
い
秋
夜
に
一
人
で

手
紙
を
読
み
、
寂
寥
た
る
情
緒
に
沈
む
文
脈
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
夜
の
漢
詩
文
の
接
点
が
見
ら
れ
た
。
第
二
十
九
段
は
こ
の
よ
う
に
、

物
語
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
夜
の
一
連
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
情
緒
と
の
近
似
性
が
注
意
さ
れ
る
。

⑷
春
の
暮
つ
か
た
、
の
ど
や
か
に
艶
な
る
空
に
、
い
や
し
か
ら
ぬ
家
の
、 

奥
ふ
か
く
、 

木
立
も
の
ふ
り
て
、 

庭
に
散
り
し
を
れ
た
る

花
、
見
過
し
が
た
き
を
、 

さ
し
入
り
て
見
れ
ば
、
南
面
の
格
子
、
皆
お
ろ
し
て
さ
び
し
げ
な
る
に
、
東
に
向
き
て
妻
戸
の
よ
き
ほ

ど
に
あ
き
た
る
。（『
徒
然
草
』
第
四
十
三
段
）

貌
隨
レ

年
老
欲
二

何
如
一
、
興
遇
レ

春
牽
尚
有
レ

餘
。
遙
見
二

人
家
一

花
便
入
、
不
レ

論
三

貴
賤
與
二

親
疎
一
。（『
白
氏
文
集
』
巻

六
十
六
・
律
詩
「
又
題
二
一
絶
一3244

」）
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遙
見
二
人
家
一
花
便
入
、
不
レ
論
三
貴
賤
與
二
親
疎
一
。（『
千
載
佳
句
』
巻
下
・
雑
花
・664

）

遙
見
二
人
家
一
花
便
入
、
不
レ
論
三
貴
賤
與
二
親
疎
一
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
花
・115

）

『
徒
然
草
』第
四
十
三
段
は
趣
あ
る
家
で
風
情
あ
る
若
い
男
性
を
垣
間
見
し
た
話
で
あ
る
。『
寿
命
院
抄
』な
ど
の
諸
古
注
が『
千
載
佳
句
』

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
見
ら
れ
る
『
白
氏
文
集
』
の
一
句
「
遙
見
二
人
家
一
花
便
入
」
を
典
拠
と
し
て
あ
げ
た
が
、
現
代
の
諸
注
に
は
あ
ま

り
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
。
前
述
し
た
金
文
峰
氏
論
文
（
二
〇
〇
二
）
は
こ
の
白
詩
と
そ
の
前
の
一
首
「
尋
レ
春
題
二
諸
家
園
林
一
」
の
詩

句
「
聞
レ
健
朝
朝
出
、
乗
レ
春
処
処
尋
。
天
供
二
閑
日
月
一
、
人
借
好
二
園
林
一
」
を
あ
げ
、
第
四
十
三
段
全
体
の
発
想
に
こ
の
両
首
の
白
詩

の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
表
現
上
に
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
春
の
の
ど
か
で
優
艶
な
ひ
よ
り
に
、
賤
し
か
ら
ぬ
家

の
庭
に
散
り
敷
く
花
に
魅
力
さ
れ
て
、
つ
い
人
の
家
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
設
定
の
一
致
性
か
ら
見
て
、
金
氏
の
指
摘
は
的
を
射

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
十
三
段
は
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
王
朝
文
学
に
散
見
す
る
表
現
と
美
意
識
を
用
い
な
が
ら
も
、『
白
氏
文
集
』

の
漢
詩
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
読
み
取
り
、
物
語
的
な
一
段
に
作
り
上
げ
た
。

⑸
風
流
の
破
子
や
う
の
も
の
、
ね
ん
ご
ろ
に
い
と
な
み
出
で
て
、
箱
風
情
の
物
に
し
た
た
め
入
れ
て
、
双
の
岡
の
便
よ
き
所
に
埋

み
置
き
て
、
①
紅
葉
散
ら
し
か
け
な
ど
、
思
ひ
寄
ら
ぬ
さ
ま
に
し
て
、
御
所
へ
参
り
て
、
児
を
そ
そ
の
か
し
出
で
に
け
り
。
う
れ

し
と
思
ひ
て
、
こ
こ
か
し
こ
遊
び
め
ぐ
り
て
、
①
あ
り
つ
る
苔
の
む
し
ろ
に
並
み
ゐ
て
、「
い
た
う
こ
そ
ご
う
し
に
た
れ
。
②
あ
は

れ
紅
葉
を
焼
か
ん
人
も
が
な
。
験
あ
ら
ん
僧
た
ち
、祈
り
こ
こ
ろ
み
ら
れ
よ
」
な
ど
言
ひ
し
ろ
ひ
て
。（『
徒
然
草
』
第
五
十
四
段
）

①
不
レ
堪
紅
葉
青
苔
地
、
又
是
涼
風
暮
雨
天
。
莫
レ
恠
獨
吟
秋
思
苦
、
比
レ
君
校
近
二
毛
年
。（『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
・
律
詩
「
秋
雨

中
贈
二
元
九
一0620

」）
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不
堪
紅
葉
青
苔
地
、
又
是
涼
風
暮
雨
天
。（『
千
載
佳
句
』
巻
上
・
暮
秋
・201

）　

不
レ
堪
紅
葉
青
苔
地
、
又
是
涼
風
暮
雨
天
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
紅
葉
・301

）

②
林
間
煖
レ
酒
繞
二
紅
葉
一
、 

石
上
題
レ
詩
掃
二
緑
苔
一
。
惆
悵
旧
遊
無
二
復
到
一
、 

菊
花
時
節
羨
二
君
迴
一
。（『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
・
律

詩
「
送
二
王
十
八
帰
レ
山
一
寄
二
題
仙
遊
寺
一0715

」）

林
間
煖
酒
焼
紅
葉
、
石
上
題
詩
掃
緑
苔
。（『
千
載
佳
句
』
巻
下
・
詩
酒
・799

）

林
間
煖
レ
酒
焼
二
紅
葉
一
、
石
上
題
レ
詩
掃
二
緑
苔
一
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
秋
興
・221

）

『
徒
然
草
』
第
五
十
四
段
は
仁
和
寺
の
法
師
た
ち
が
稚
児
を
喜
ば
そ
う
と
し
て
、『
白
氏
文
集
』
の
「
林
間
暖
レ
酒
焼
二
紅
葉
一
」
の
風
情

を
習
っ
て
、
野
遊
び
を
計
画
し
た
が
失
敗
し
た
話
で
あ
る
。
こ
の
章
段
で
は
二
箇
所
『
白
氏
文
集
』
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
傍
線

①
の
「
紅
葉
散
ら
し
か
け
な
ど
」
と
「
あ
り
つ
る
苔
の
む
し
ろ
」
と
い
う
、 

紅
葉
を
散
ら
か
し
、 

苔
が
生
え
て
い
る
計
画
の
舞
台
は
『
千

載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
白
詩
「
不
レ
堪
紅
葉
青
苔
地
」
を
下
敷
き
に
し
た
風
景
で
あ
り
、
傍
線
②
の
「
あ
は
れ
紅

葉
を
焼
か
ん
人
も
が
な
」
は
同
じ
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
に
見
ら
れ
る
白
詩
「
林
間
煖
レ
酒
焼
二
紅
葉
一
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
章
段
は
こ
れ
ら
の
詩
句
を
用
い
て
、
笑
い
の
お
か
し
み
を
引
き
出
す
も
の
で
あ
る
が
、
①
の
白
詩
「
秋
雨
中
贈
二
元

九
一
」
は
秋
の
寂
寥
た
る
風
景
と
と
も
に
老
年
の
憂
い
を
嘆
い
た
詩
で
あ
る
。『
徒
然
草
』
は
こ
の
よ
う
な
白
詩
を
仁
和
寺
の
法
師
の
滑

稽
談
に
用
い
た
の
は
、
や
は
り
原
詩
か
ら
か
け
離
れ
た
修
辞
的
な
受
容
方
法
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
、「
不
堪
者
、
紅
葉
ノ
、
青
キ
苔
ノ

上
ニ
チ
リ
カ
ヽ
ル
ハ
、
不
堪
、
面
白
ト
也
」
と
い
う
白
詩
が
描
い
た
景
色
に
注
目
し
た
国
会
図
書
館
本
『
和
漢
朗
詠
注
』
な
ど
の
朗
詠
古

注
の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
。
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⑹
人
事
多
か
る
中
に
、
道
を
楽
し
ぶ
よ
り
気
味
深
き
は
な
し
。
こ
れ
、
実
の
大
事
な
り
。
一
た
び
道
を
聞
き
て
、
こ
れ
に
こ
こ
ろ

ざ
さ
ん
人
、
い
づ
れ
の
わ
ざ
か
廃
れ
ざ
ら
ん
。（『
徒
然
草
』
第
百
七
十
四
段
）

老
来
生
計
君
見
取
、
白
日
遊
行
夜
酔
吟
。
陶
令
有
レ
田
唯
種
レ
秫
、
鄧
家
無
レ
子
不
レ
留
レ
金
。
人
間
榮
耀
因
縁
浅
、
林
下
幽
閑
気
味

深
。
煩
慮
漸
銷
虚
白
長
、
一
年
心
勝
二
一
年
心
一
。（『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
六
・
律
詩
「
老
来
生
計3248

」）

人
間
栄
耀
因
縁
浅
、
林
下
幽
閑
気
味
深
。（『
千
載
佳
句
』
巻
下
・
幽
居
・1015

）

人
間
榮
耀
因
縁
浅
、
林
下
幽
閑
気
味
深
。（『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
閑
居
・617

）

『
徒
然
草
』
第
百
七
十
四
段
は
仏
道
に
志
す
こ
と
を
勧
め
た
章
段
で
あ
る
。「
道
を
楽
し
ぶ
よ
り
気
味
深
き
は
な
し
」
の
一
文
は
老
年

の
生
活
を
描
い
た
『
白
氏
文
集
』「
老
来
生
計
」
の
詩
句
「
林
下
幽
閑
気
味
深
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
白
詩
は
「
因
縁
」
な
ど
の

仏
教
用
語
も
見
ら
れ
る
が
、「
虚
白
」
と
い
う
よ
う
な
『
荘
子
』
の
こ
と
ば
も
詠
み
込
ん
で
お
り
、
必
ず
し
も
仏
教
的
な
意
味
合
い
が
強

い
も
の
で
は
な
く
、「
白
日
遊
行
夜
酔
吟
」
と
い
う
よ
う
な
自
由
な
老
後
の
閑
居
生
活
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の

諸
古
注
は
こ
の
詩
句
を
仏
教
的
な
文
脈
で
解
釈
し
て
い
る
。

　

人
間
ト
者
、
人
間
ノ
栄
楽
ハ
、
皆
是
レ
、
電
光
朝
露
ノ
如
ク
ニ
、
ア
タ
ナ
ル
果
報
ナ
レ
ハ
、
因
縁
浅
ト
云
也
。
林
下
ノ
幽
閑
ト
者
、
背
代
ヲ
一
、

山
林
入
人
ハ
、
後
世
菩
提
ニ
心
ヲ
カ
ク
ル
故
ニ
、
是
レ
、
実
ノ
ツ
ト
メ
ナ
レ
ハ
、
気
味
深
シ
ト
云
也
。（
後
略
）（
国
会
図
書
館
本
『
和
漢

朗
詠
注
』
見
聞
系
丙
本
・484/617

）

　

人
間
―
、（
中
略
）
下
句
、林
下
ニ
坐
禅
ナ
ト
ス
レ
ハ
、万
慮
、一
時
ニ
収
リ
、チ
ヽ
ノ
乱
、刹
那
ニ
滅
ス
。
故
ニ
、禅
居
コ
ト
ン
ナ
リ
。

是
、
出
離
覚
悟
ノ
要
路
也
。
故
ニ
、
気
味
深
ト
云
。
白
居
易
作
。（
書
陵
部
本
『
朗
詠
抄
』
書
陵
部
本
系
甲
本
・440/ 617

）



（57） − 166 −

　

人
間
ノ
榮
耀
ハ
因
縁
浅
シ
、
林
下
ノ
幽
閑
ハ
気
味
深
シ　
　

白

　
（
中
略
）
下
句
ハ
、イ
マ
ハ
、ヤ
マ
、ハ
ヤ
シ
ニ
、コ
モ
リ
ヰ
タ
ル
コ
ト
ノ
ミ
ヲ
、コ
ノ
ミ
ニ
オ
ヘ
ル
ワ
サ
ニ
テ
ア
ル
ト
云
也
。（『
和

漢
朗
詠
集
永
済
注
』・439

）

兼
好
が
こ
の
一
句
を
仏
道
を
勧
め
る
文
章
と
し
て
取
り
入
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
朗
詠
古
注
の
解
釈
に
近
い
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

前
述
し
た
第
十
九
段
・
四
十
三
段
・
五
十
四
段
と
本
段
は
い
ず
れ
も
朗
詠
古
注
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
筆
者
は
以
前
『
徒
然
草
』

第
二
十
五
段
「
桃
李
も
の
言
は
ね
ば
」
の
表
現
と
漢
故
事
「
桃
李
不
レ
言
、
下
自
成
レ
蹊
」
と
の
受
容
関
係
に
つ
い
て
永
済
注
の
影
響
を

論
じ
た
⑪
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
経
由
し
て
漢
詩
文
を
摂
取
し
た
際
、
朗
詠
古
注
と
近
い
理

解
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
と
い
っ
た
秀
句
撰
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
『
白
氏
文
集
』
と
『
徒
然
草
』
が
受
容
し
た
『
白

氏
文
集
』
と
重
な
る
部
分
に
つ
い
て
見
て
き
た
。『
徒
然
草
』
の
受
容
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
巻
数
を
見
る
と
、
巻
一
か
ら
巻
六
十
六
ま

で
及
び
、
広
い
範
囲
を
受
容
し
て
い
る
印
象
が
残
る
が
、
前
述
し
た
久
保
田
淳
氏
（
一
九
七
〇
）、
川
口
久
雄
氏
（
一
九
七
四
）、
金
文

峰
氏
（
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
二
）
の
論
文
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
半
分
以
上
が
こ
れ
ら
の
秀
句
撰
に
よ
っ
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い

る
詩
句
を
摂
取
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
受
容
態
度
は
、『
白
氏
文
集
』の
原
典
か
ら
離
陸
し
て
、 

朗
詠
古
注
の
理
解
に
近
い
も
の
、

或
い
は
、『
徒
然
草
』
の
本
文
の
文
脈
に
沿
う
よ
う
に
白
詩
の
表
現
だ
け
を
借
用
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
二
）『
源
氏
物
語
』
の
場
合

『
徒
然
草
』
に
受
容
さ
れ
る
『
白
氏
文
集
』
の
中
、『
源
氏
物
語
』
に
受
容
さ
れ
る
『
白
氏
文
集
』
と
重
な
る
も
の
は
八
箇
所
見
ら
れ
る
。

本
節
は
こ
れ
ら
を
取
り
上
げ
、『
徒
然
草
』
が
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
を
通
し
て
『
白
氏
文
集
』
を
受
容
す
る
様
相
を
考
察
す
る
。
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⑴
そ
の
ほ
ど
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、
か
た
ち
を
恥
づ
る
心
も
な
く
、
人
に
出
で
ま
じ
ら
は
ん
事
を
思
ひ
、
夕
の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
、
さ

か
ゆ
く
末
を
見
ん
ま
で
の
命
を
あ
ら
ま
し
、
ひ
た
す
ら
世
を
む
さ
ぼ
る
心
の
み
ふ
か
く
、
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
ず
な
り
ゆ
く

な
ん
、
あ
さ
ま
し
き
。（『
徒
然
草
』
第
七
段
）

　

可
レ
怜
八
九
十
、
歯
堕
雙
眸
昏
。
朝
露
貪
二
名
利
一
、
夕
陽
憂
二
子
孫
一
。
掛
レ
冠
顧
二
翠
緌
一
、
懸
レ
車
惜
二
朱
輪
一
。
金
章
腰
不
レ
勝
、

傴
僂
入
二
君
門
一
。
誰
不
レ
愛
二
富
貴
一
、誰
不
レ
恋
二
君
恩
一
。
年
高
須
レ
請
レ
老
、名
遂
合
レ
退
レ
身
。（『
白
氏
文
集
』
巻
二
・
諷
喩
二
「
秦

中
吟
・
不
致
仕0079

」）

　

明
け
方
も
近
う
な
り
に
け
り
。
鶏
の
声
な
ど
は
聞
こ
え
で
、
御
岳
精
進
に
や
あ
ら
ん
、
た
だ
翁
び
た
る
声
に
額
づ
く
ぞ
聞
こ

ゆ
る
。
起
居
の
け
は
ひ
た
へ
が
た
げ
に
行
ふ
、
い
と
あ
は
れ
に
、
朝
の
露
に
こ
と
な
ら
ぬ
世
を
、
何
を
む
さ
ぼ
る
身
の
祈
り
に

か
と
聞
き
給
ふ
。（『
源
氏
物
語
』
夕
顔
）

　
「
齢
な
ど
こ
れ
よ
り
ま
さ
る
人
、
腰
た
へ
ぬ
ま
で
屈
ま
り
歩
く
例
、
昔
も
今
も
は
べ
め
れ
ど
、
あ
や
し
く
お
れ
お
れ
し
き
本
性

に
添
ふ
も
の
う
さ
に
な
む
は
べ
る
べ
き
」
な
ど
聞
え
た
ま
ふ
。（『
源
氏
物
語
』
行
幸
）

　

太
政
大
臣
、
致
仕
の
表
奉
り
て
、
籠
り
ゐ
た
ま
ひ
ぬ
。「
世
の
中
の
常
な
き
に
よ
り
、
か
し
こ
き
帝
の
君
も
位
を
去
り
た
ま
ひ

ぬ
る
に
、年
ふ
か
き
身
の
冠
を
挂
け
む
、何
か
惜
し
か
ら
ん
」
と
思
し
の
た
ま
ふ
べ
し
。（
中
略
）
院
の
御
齢
足
り
た
ま
ふ
年
な
り
、

人
よ
り
さ
だ
か
に
数
へ
た
て
ま
つ
り
仕
う
ま
つ
る
べ
き
よ
し
、
致
仕
の
大
臣
思
ひ
お
よ
び
申
さ
れ
し
を
、
冠
を
挂
け
、
車
を
惜

ま
ず
棄
て
て
し
身
に
て
、
進
み
仕
う
ま
つ
ら
む
に
つ
く
所
な
し
。（『
源
氏
物
語
』
若
菜
下
）

『
徒
然
草
』
第
七
段
は
無
常
を
述
べ
た
章
段
で
あ
る
。『
寿
命
院
抄
』
以
降
諸
注
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
生
に
執
着
す
る
醜
い

老
人
の
姿
を
描
い
た
文
脈
で
、
同
じ
趣
旨
の
『
白
氏
文
集
』「
不
致
仕
」
の
詩
句
を
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
直
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
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白
詩
で
は
「
夕
陽
憂
二
子
孫
一
」
と
あ
る
部
分
を
、『
徒
然
草
』
は
「
ゆ
う
べ
の
日
に
子
孫
を
愛
す
」
と
し
て
い
る
。『
白
氏
文
集
』
に
「
愛
」

と
作
る
本
文
は
な
い
の
で
、
こ
こ
は
兼
好
の
記
憶
間
違
い
か
、
ほ
か
に
「
愛
」
に
作
る
本
文
が
あ
る
の
か
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。『
徒
然

草
全
注
釈
』⑫
に
は
『
観
心
略
要
集
』
に
「
朝
露
之
底
貪
二
名
利
一
、
夕
陽
之
前
愛
二
子
孫
一
」
と
す
る
例
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
日

本
に
お
け
る
変
容
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
巻
の
一
文
「
朝
の
露
に
こ
と
な
ら
ぬ
世
を
、何
を
む
さ
ぼ
る
身
」

は
「
不
致
仕
」
の
「
朝
露
貪
二
名
利
一
」
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
文
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
は
、『
紫
明
抄
』

あ
た
り
か
ら
「
不
致
仕
」
の
詩
句
を
典
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、『
紫
明
抄
』
が
引
用
す
る
白
詩
の
本
文
は
「
朝
露
貪
二
名
利
一
、
夕
陽

愛
二
子
孫
一
」⑬
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
中
に
波
線
で
示
し
た
よ
う
に
、『
文
集
』「
不
致
仕
」
は
ほ
か
に
、『
源
氏
物
語
』
の
行
幸
と
若
菜
下

の
二
巻
に
も
引
用
さ
れ
、
二
箇
所
と
も
年
老
い
て
も
な
お
官
職
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
人
の
見
に
く
さ
を
諷
喩
す
る
と
い
う
白
詩
の
主

旨
を
よ
く
理
解
す
る
上
で
の
引
用
で
あ
る
。
前
述
す
る
戸
谷
三
都
江
氏
（
一
九
七
四
）
や
金
文
峰
氏
（
二
〇
〇
二
）
の
論
文
は
『
徒
然
草
』

第
七
段
全
体
に
『
文
集
』「
不
致
仕
」
の
影
響
を
強
調
す
る
が
、
夕
顔
の
例
を
入
れ
て
、『
源
氏
物
語
』
に
三
回
も
本
詩
を
引
用
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、『
紫
明
抄
』
な
ど
の
注
釈
書
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
を
書
写
し
た
こ
と
も
あ
る
①
兼
好
の
目
に
は
止
め
た
可
能

性
が
大
き
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
兼
好
が
こ
こ
で
用
い
た
の
は
、『
源
氏
物
語
』
本
文
に
は
採
ら
な
か
っ
た
一
句
で
あ
り
、『
源

氏
物
語
』
を
通
過
さ
せ
て
、『
白
氏
文
集
』
原
典
の
世
界
も
こ
こ
に
投
影
さ
せ
る
と
い
う
重
層
的
な
受
容
方
法
に
兼
好
の
意
匠
が
認
め
ら

れ
る
。⑵

世
の
人
の
心
ま
ど
は
す
事
、
色
欲
に
は
し
か
ず
。
人
の
心
は
愚
か
な
る
も
の
か
な
。

　

匂
ひ
な
ど
は
仮
の
も
の
な
る
に
、
し
ば
ら
く
衣
裳
に
薫
物
す
と
知
り
な
が
ら
、
え
な
ら
ぬ
匂
ひ
に
は
、
必
ず
心
と
き
め
き
す

る
も
の
な
り
。（『
徒
然
草
』
第
八
段
）
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假
色
迷
レ
人
猶
若
レ
是
、
真
色
迷
レ
人
応
レ
過
レ
此
。
彼
真
此
假
倶
迷
レ
人
、
人
心
惡
レ
假
貴
二
重
真
一
。
狐
假
二
女
妖
一
害
猶
淺
、
一

朝
一
夕
迷
二
人
眼
一
。
女
為
二
狐
媚
一
害
即
深
、
日
長
月
長
溺
二
人
心
一
。（『
白
氏
文
集
』
巻
四
・
諷
喩
四
「
新
楽
府
・
古
塚
狐
」

0169

）

　
「
げ
に
、
い
づ
れ
か
狐
な
る
ら
ん
な
。
た
だ
は
か
ら
れ
た
ま
へ
か
し
」
と
な
つ
か
し
げ
に
の
た
ま
へ
ば
、
女
も
い
み
じ
く
な
び

き
て
、
さ
も
あ
り
ぬ
べ
く
思
ひ
た
り
。（『
源
氏
物
語
』
夕
顔
）　　

　

い
と
若
う
う
つ
く
し
げ
な
る
女
の
、
白
き
綾
の
衣
一
襲
、
紅
の
袴
ぞ
着
た
る
、
香
は
い
み
じ
う
か
う
ば
し
く
て
、
あ
て
な
る

け
は
ひ
限
り
な
し
。（
中
略
）
身
に
も
し
疵
な
ど
や
あ
ら
む
と
て
見
れ
ど
、
こ
こ
は
と
見
ゆ
る
と
こ
ろ
な
く
う
つ
く
し
け
れ
ば
、

あ
さ
ま
し
く
か
な
し
く
、
ま
こ
と
に
、
人
の
心
ま
ど
は
さ
む
と
て
出
で
来
た
る
仮
の
物
に
や
と
疑
ふ
。（
中
略
）
閨
の
つ
ま
近
き

紅
梅
の
色
も
香
も
変
わ
ら
ぬ
を
、
春
や
昔
の
と
、
こ
と
花
よ
り
も
こ
れ
に
心
寄
せ
の
あ
る
は
、
飽
か
ざ
り
し
匂
ひ
の
し
み
に
け

る
に
や
。（『
源
氏
物
語
』
手
習
）

『
徒
然
草
』
第
八
段
は
前
節
に
も
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
、『
源
氏
物
語
』
に
引
用
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
の
関
係
で
別
の
箇
所
を
取

り
上
げ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、『
寿
命
院
抄
』
か
ら
の
諸
注
が
『
白
氏
文
集
』「
古
塚
狐
」
の
影
響
を
指
摘
し
て
お
り
、『
源
氏
物

語
』
夕
顔
と
手
習
の
二
巻
に
「
古
塚
狐
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
『
紫
明
抄
』
な
ど
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
先
述
し
た
金
文
峰
氏
の
論
文
（
二
〇
〇
二
）
は
『
徒
然
草
』
第
八
段
全
体
に
『
白
氏
文
集
』「
古
塚
狐
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
強

調
す
る
が
、
第
八
段
は
「
古
塚
狐
」
に
見
ら
れ
な
い
「
匂
い
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
手
習
の
巻
に
、「
香
は
い
み
じ
う
か
う
ば
し
く
て
」

と
い
う
浮
舟
の
姿
や
、
梅
の
花
の
香
り
で
「
飽
か
ざ
り
し
に
お
ひ
」
を
衣
服
に
焚
き
し
め
た
昔
の
恋
人
を
思
い
出
し
た
浮
舟
の
心
情
を

描
い
て
い
る
。
何
よ
り
、
浮
舟
と
薫
、
匂
宮
三
人
の
悲
恋
を
物
語
っ
た
手
習
の
巻
は
、
二
人
の
男
性
の
名
前
に
も
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
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「
匂
い
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。『
徒
然
草
』
第
八
段
は
女
性
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
章
段
が
『
白
氏
文
集
』「
古
塚
狐
」

を
用
い
て
色
欲
が
仮
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
戒
め
た
際
、「
匂
い
」
を
例
と
し
て
あ
げ
た
の
は
、『
源
氏
物
語
』
手
習
の
巻
の
世
界
を
連

想
さ
せ
る
。
こ
こ
も
『
徒
然
草
』
が
『
源
氏
物
語
』
を
中
間
的
媒
介
に
『
白
氏
文
集
』
を
受
容
し
た
好
例
で
あ
る
。

⑶
人
し
づ
ま
り
て
後
、 

長
き
夜
の
す
さ
び
に
、 

な
に
と
な
き
具
足
と
り
し
た
ゝ
め
、 

残
し
置
か
じ
と
思
ふ
反
古
な
ど
破
り
す
つ
る
中

に
、
亡
き
人
の
手
習
ひ
、
絵
か
き
す
さ
び
た
る
見
出
で
た
る
こ
そ
、
た
だ
そ
の
折
の
こ
こ
ち
す
れ
。
こ
の
ご
ろ
あ
る
人
の
文
だ
に
、

久
し
く
な
り
て
、
い
か
な
る
折
、
い
つ
の
年
な
り
け
ん
と
思
ふ
は
、
あ
は
れ
な
る
ぞ
か
し
。
手
な
れ
し
具
足
な
ど
も
、
心
も
な

く
て
変
ら
ず
久
し
き
、
い
と
悲
し
。（『
徒
然
草
』
第
二
十
九
段
）

　

秋
夜
長
、
夜
長
無
レ
寐
天
不
レ
明
。
耿
耿
残
燈
背
レ
壁
影
、
蕭
蕭
暗
雨
打
レ
窓
聲
。
春
日
遅
、
日
遅
獨
坐
天
難
レ
暮 

。（『
白
氏
文
集
』

巻
三
・
諷
喩
三
「
新
楽
府
・
上
陽
白
髪
人0131

」）

　

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
う
降
り
来
る
雨
に
添
ひ
て
、
さ
と
吹
く
風
に
灯
籠
も
吹
き
ま
ど
は
し
て
、
空
暗
き
心
地
す
る
に
、「
窓
を
う

つ
声
」
な
ど
、
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
古
言
を
う
ち
誦
じ
た
ま
へ
る
も
、
を
り
か
ら
に
や
、
妹
が
垣
根
に
お
と
な
は
せ
ま
ほ
し
き
御

声
な
り
。「
い
み
じ
う
も
積
り
に
け
る
雪
か
な
」
と
言
ふ
声
を
聞
き
つ
け
た
ま
へ
る
、
た
だ
そ
の
を
り
の
心
地
す
る
に
、
御
か
た

は
ら
の
さ
び
し
き
も
、
い
ふ
方
な
く
悲
し
。（
中
略
）
落
ち
と
ま
り
て
か
た
は
な
る
べ
き
人
の
御
文
な
ど
も
、「
破
れ
ば
惜
し
」

と
思
さ
れ
け
る
に
や
、
す
こ
し
づ
つ
残
し
た
ま
へ
り
け
る
を
、
も
の
の
つ
い
で
に
御
覧
じ
つ
け
て
、
破
ら
せ
た
ま
ひ
な
ど
す
る
に
、

か
の
須
磨
の
こ
ろ
ほ
ひ
所
ど
こ
ろ
よ
り
奉
り
た
ま
ひ
け
る
も
あ
る
中
に
、
か
の
御
手
な
る
は
、
こ
と
に
結
ひ
あ
は
せ
て
ぞ
あ
り

け
る
。
み
づ
か
ら
し
お
き
た
ま
ひ
け
る
こ
と
な
れ
ど
、
久
し
う
な
り
に
け
る
世
の
こ
と
と
思
す
に
、
た
だ
今
の
や
う
な
る
墨
つ

き
な
ど
、
げ
に
千
年
の
形
見
に
し
つ
べ
か
り
け
る
を
、
見
ず
な
り
ぬ
べ
き
よ
と
思
せ
ば
、
か
ひ
な
く
て
、
疎
か
ら
ぬ
人
々
二
三
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人
ば
か
り
、
御
前
に
て
破
ら
せ
た
ま
ふ
。（『
源
氏
物
語
』
幻
）

『
徒
然
草
』
第
二
十
九
段
も
前
節
で
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
に
見
ら
れ
る
『
文
集
』
の
秀
句
を

『
源
氏
物
語
』
幻
の
巻
に
源
氏
が
口
ず
さ
む
こ
と
と
な
る
。
紫
上
を
失
っ
た
源
氏
が
俗
世
を
捨
て
る
時
期
が
近
づ
い
た
こ
と
を
覚
悟
し
て
、

昔
の
手
紙
な
ど
を
処
理
し
て
い
る
時
、
亡
く
な
っ
た
紫
上
を
思
い
出
し
て
悲
し
ん
で
い
る
場
面
で
あ
る
。「
破
れ
ば
惜
し
」
と
思
っ
て
残

し
て
お
い
た
手
紙
を
破
っ
て
捨
て
る
時
、
手
紙
を
も
ら
っ
た
当
初
の
気
持
ち
を
思
い
出
す
と
い
う
発
想
は
、『
徒
然
草
』
第
二
十
九
段
の

「
残
し
置
か
じ
と
思
ふ
反
古
な
ど
破
り
す
つ
る
中
に
、
亡
き
人
の
手
習
ひ
、
絵
か
き
す
さ
び
た
る
見
出
で
た
る
こ
そ
、
た
だ
そ
の
折
の
こ

こ
ち
す
れ
」
と
ま
さ
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
亡
く
な
っ
た
故
人
の
遺
品
だ
け
で
は
な
く
、
久
し
く
会
っ
て
い
な
い
友
人
の
手
紙

な
ど
を
見
て
も
、
あ
は
れ
・
悲
し
み
の
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
と
い
う
発
想
と
そ
の
文
章
表
現
と
も
『
枕
草
子
』
や
『
無
名
草
子
』
か

ら
の
投
影
が
見
ら
れ
る
⑭
。
こ
の
よ
う
な
表
現
と
場
面
の
近
似
性
か
ら
、『
白
氏
文
集
』
の
原
典
よ
り
む
し
ろ
、『
寿
命
院
抄
』
な
ど
の
諸

古
注
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
『
源
氏
物
語
』
幻
の
巻
や
『
枕
草
子
』『
無
名
草
子
』、
そ
し
て
前
節
で
あ
げ
た
『
狭
衣
物
語
』
と
い
う
よ

う
な
王
朝
文
学
の
世
界
が
そ
の
発
想
の
源
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、  

そ
の
背
後
に
さ
ら
に「
上
陽
白
髪
人
」の
ス
ト
ー
リ
ー
、

及
び
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
夜
の
漢
詩
文
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
で
、
寂
寥
た
る
長
い
秋
の
夜
の
情
緒
を
引
き
出
す
働
き
が
あ
り
、
白
詩
、『
和

漢
朗
詠
集
』
と
物
語
の
世
界
の
重
層
的
な
引
用
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

⑷
望
月
の
く
ま
な
き
を
千
里
の
外
ま
で
な
が
め
た
る
よ
り
も
、
暁
ち
か
く
な
り
て
待
ち
出
で
た
る
が
、
い
と
心
ぶ
か
う
、
青
み
た

る
や
う
に
て
、
ふ
か
き
山
の
杉
の
梢
に
見
え
た
る
、
木
の
間
の
影
、
う
ち
し
ぐ
れ
た
る
む
ら
雲
が
く
れ
の
ほ
ど
、
ま
た
な
く
あ

は
れ
な
り
。
椎
柴
・
白
樫
な
ど
の
濡
れ
た
る
や
う
な
る
葉
の
上
に
き
ら
め
き
た
る
こ
そ
、
身
に
し
み
て
、
心
あ
ら
ん
友
も
が
な
と
、
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都
恋
し
う
覚
ゆ
れ
。（『
徒
然
草
』
第
百
三
十
七
段
）

　

銀
台
金
闕
夕
沉
沉
、
獨
宿
相
思
在
二
翰
林
一
。
三
五
夜
中
新
月
色
、
二
千
里
外
故
人
心
。
渚
宮
東
面
煙
波
冷
、
浴
殿
西
頭
鐘
漏

深
。
猶
恐
清
光
不
二
同
見
一
、
江
陵
卑
湿
足
一
秋
陰
一
。（『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
・
律
詩
「
八
月
十
五
日
夜
禁
中
獨
直
対
レ
月
憶
二
元

九
一0724
」）

　

月
の
い
と
は
な
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
に
、
今
宵
は
十
五
夜
な
り
け
り
と
思
し
出
で
て
、
殿
上
の
御
遊
び
恋
し
く
所
ど
こ
ろ

な
が
め
た
ま
ふ
ら
む
か
し
と
、
思
ひ
や
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
月
の
顔
の
み
ま
も
ら
れ
た
ま
ふ
。「
二
千
里
外
故
人
心
」
と
誦

じ
た
ま
へ
る
、
例
の
涙
も
と
ど
め
ら
れ
ず
。（『
源
氏
物
語
』
須
磨
）

『
徒
然
草
』
第
百
三
十
七
段
は
物
の
見
方
と
美
意
識
及
び
無
常
の
認
識
に
つ
い
て
論
じ
た
長
文
で
あ
る
。
山
里
の
月
夜
の
風
景
を
描
く

文
章
に
『
白
氏
文
集
』
の
有
名
な
一
句
「
三
五
夜
中
新
月
色
、  

二
千
里
外
故
人
心
」
を
和
文
化
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
一
句
は
『
和

漢
朗
詠
集
』
や
『
平
家
物
語
』『
増
鏡
』⑮
に
も
採
ら
れ
る
名
句
で
あ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
巻
に
源
氏
が
口
ず
さ
む
一
句
と
し
て

見
ら
れ
る
。

⑸
ぬ
し
あ
る
家
に
は
、す
ず
ろ
な
る
人
、心
の
ま
ま
に
入
り
来
る
事
な
し
。
あ
る
じ
な
き
所
に
は
、道
行
人
み
だ
り
に
立
ち
入
り
、狐
・

ふ
く
ろ
ふ
や
う
の
物
も
、
人
げ
に
塞
か
れ
ね
ば
、 

所
得
顔
に
入
り
す
み
、
木
霊
な
ど
い
ふ
、
け
し
か
ら
ぬ
か
た
ち
も
あ
ら
は
る
る

も
の
な
り
。（『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
）

　

長
安
多
二
大
宅
一
、
列
在
二
街
西
東
一
。
往
往
朱
門
内
、
房
廊
相
対
空
。
梟
鳴
二
松
桂
枝
一
、
狐
藏
二
蘭
菊
叢
一
。
蒼
苔
黄
葉
地　

日

暮
多
二
旋
風
一
。（『
白
氏
文
集
』
巻
一
・
諷
諭
一
「
凶
宅
詩0004

」）
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こ
は
な
ぞ
、
あ
な
も
の
狂
ほ
し
の
も
の
怖
ぢ
や
、
荒
れ
た
る
所
は
、
狐
な
ど
や
う
の
も
の
の
人
お
び
や
か
さ
ん
と
て
、
け
恐

し
う
思
は
す
る
な
ら
ん
。（
中
略
）
夜
中
も
過
ぎ
に
け
ん
か
し
、
風
の
や
や
荒
々
し
う
吹
き
た
る
は
。
ま
し
て
松
の
響
き
木
深
く

聞
え
て
、
気
色
あ
る
鳥
の
か
ら
声
に
鳴
き
た
る
も
、
梟
は
こ
れ
に
や
と
お
ぼ
ゆ
。（『
源
氏
物
語
』
夕
顔
）

　

も
と
よ
り
荒
れ
た
り
し
宮
の
内
、
い
と
ど
狐
の
住
み
処
に
な
り
て
、
疎
ま
し
う
け
遠
き
木
立
に
、
梟
の
声
を
朝
夕
に
耳
馴
ら

し
つ
つ
、
人
げ
に
こ
そ
さ
や
う
の
も
の
も
せ
か
れ
て
影
隠
し
け
れ
、
こ
木
霊
な
ど
、
け
し
か
ら
ぬ
物
ど
も
所
を
得
て
や
う
や
う

形
を
あ
ら
は
し
、
も
の
わ
び
し
き
事
の
み
数
知
ら
ぬ
に
。（『
源
氏
物
語
』
蓬
生
）

『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
は
心
の
実
体
の
有
無
に
つ
い
て
論
じ
た
章
段
で
あ
る
。
狐
・
梟
が
住
む
荒
れ
た
家
を
描
く
た
め
に
、
本

文
中
に
直
線
で
示
し
た
『
白
氏
文
集
』「
凶
宅
」
の
一
句
を
引
用
し
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
夕
顔
と
蓬
生
の
巻
に
こ
の
詩
句
を
踏
ま
え

た
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
な
ど
の
古
注
釈
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戸
谷
三
都
江
氏
（
一
九
七
四
）
と

金
文
峰
氏
（
二
〇
〇
二
）
が
前
掲
論
文
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
波
線
で
示
し
た
『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
の
ほ
か
の
部

分
に
も
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
こ
こ
も
『
徒
然
草
』
が
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
を
通
し
て
、
重
層
的
に
『
白
氏
文

集
』
を
受
容
し
た
一
例
で
あ
る
。
な
お
、
戸
谷
氏
と
金
氏
は
「
人
凶
非
宅
凶
」
と
い
う
『
文
集
』「
凶
宅
詩
」
の
主
題
に
注
目
し
て
、
第

二
百
三
十
五
段
全
体
の
構
想
に
こ
の
白
詩
の
影
響
影
響
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
が
、
戸
谷
氏
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
第
二
百
三
十
五

段
は
家
を
例
と
し
て
心
の
問
題
を
論
じ
た
仏
教
思
想
の
影
響
が
強
い
章
段
で
あ
る
。
自
己
の
内
奥
で
あ
る
心
を
問
題
と
し
た
『
徒
然
草
』

第
二
百
三
十
五
段
と
、「
人
凶
」
が
国
を
滅
ぼ
す
原
因
に
も
な
る
と
諷
諭
し
た
『
白
氏
文
集
』「
凶
宅
詩
」
と
は
主
題
・
構
想
の
一
致
性

を
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、『
源
氏
物
語
』
に
も
引
用
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
の
有
名
な
表
現
を
用
い
て
、『
徒
然
草
』
独
自

の
思
想
を
述
べ
た
も
の
と
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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『
源
氏
物
語
』
に
は
、『
白
氏
文
集
』
が
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
諷
喩
性
な
ど
の
思
想
を
摂
取
し
た
部
分
も
見
ら
れ
る
が
、『
徒
然
草
』

に
受
容
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
と
『
源
氏
物
語
』
に
受
容
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
が
重
な
る
八
例
を
見
る
と
、 

思
想
性
の
受
容
が
見
ら
れ

ず
、
八
例
の
中
の
五
例
は
『
源
氏
物
語
』
の
作
中
人
物
が
口
ず
さ
ん
だ
『
文
集
』
の
有
名
な
詩
句
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
源
氏
物
語
』
の

場
面
を
想
起
さ
せ
る
白
詩
を
受
容
す
る
本
歌
取
り
的
な
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
の
『
文
集
』
受
容
は
、『
源
氏
物
語
』

の
世
界
を
通
し
て
、
原
典
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
間
的
媒
体
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
王
朝
文
学
も
投
影
さ
せ
て
、
重
層
的
な

受
容
方
法
を
示
し
て
い
る
。

（
三
）
和
歌
の
場
合

金
文
峰
氏
（
二
〇
〇
一
）
の
前
掲
論
文
に
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
が
受
容
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
の
中
、『
徒
然
草
』

に
先
行
す
る
和
歌
に
も
よ
く
詠
ま
れ
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
本
節
は
『
徒
然
草
』
が
受
容
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
文
章
表

現
と
和
歌
に
詠
ま
れ
た
『
白
氏
文
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⑴
「
①
も
の
の
あ
は
れ
は
秋
こ
そ
ま
さ
れ
」
と
、
人
ご
と
に
言
ふ
め
れ
ど
、
そ
れ
も
さ
る
も
の
に
て
、
い
ま
一
き
は
心
も
浮
き
た
つ

も
の
は
、
春
の
け
し
き
に
こ
そ
あ
め
れ
。
鳥
の
声
な
ど
も
こ
と
の
外
に
春
め
き
て
、
の
ど
や
か
な
る
日
影
に
、
墻
根
の
草
も
え

い
づ
る
こ
ろ
よ
り
、
や
ゝ
春
ふ
か
く
霞
み
わ
た
り
て
、
花
も
や
う
や
う
け
し
き
だ
つ
ほ
ど
こ
そ
あ
れ
、
折
し
も
雨
風
う
ち
つ
ゞ

き
て
心
あ
わ
た
ゝ
し
く
散
り
過
ぎ
ぬ
。（
中
略
）「
灌
仏
の
こ
ろ
、
祭
の
こ
ろ
、
②
若
葉
の
梢
涼
し
げ
に
茂
り
ゆ
く
ほ
ど
こ
そ
、
世

の
あ
は
れ
も
、
人
の
恋
し
さ
も
ま
さ
れ
」
と
、
人
の
仰
せ
ら
れ
し
こ
そ
、
げ
に
さ
る
も
の
な
れ
。
五
月
、
あ
や
め
ふ
く
こ
ろ
、

早
苗
と
る
こ
ろ
、
水
鶏
の
た
ゝ
く
な
ど
、
心
ぼ
そ
か
ら
ぬ
か
は
。
六
月
の
こ
ろ
、
あ
や
し
き
家
に
夕
顔
の
白
く
見
え
て
、
蚊
遣

火
ふ
す
ぶ
る
も
あ
は
れ
な
り
。
六
月
祓
ま
た
を
か
し
。（『
徒
然
草
』
第
十
九
段
）
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①
黄
昏
獨
立
佛
堂
前
、
満
レ
地
槐
花
滿
レ
樹
蝉
。
大
抵
四
時
心
揔
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天
。（『
白
氏
文
集
』
巻
十
四
・
律
詩
「
暮
立

0790

」）

「
文
集
百
首
」
秋

　
　
　

大
底
四
時
心
惣
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天

あ
だ
に
思
ふ
う
れ
へ
は
秋
の
空
な
が
ら
雲
に
心
や
な
び
き
行
く
ら
む
（『
拾
玉
集
』1934

）

　
　
　

大
底
四
時
心
惣
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天

さ
く
ら
花
山
郭
公
雪
は
あ
れ
ど
お
も
ひ
を
か
ぎ
る
秋
は
き
に
け
り
（『
拾
遺
愚
草
員
外
』434

）

　

②
閑
有
二
老
僧
立
一
、
静
無
二
凡
客
過
一
。
殘
鶯
意
思
尽
、
新
葉
陰
涼
多
。（『
白
氏
文
集
』
巻
九
・
感
傷
一
「
青
竜
寺
早
夏0414

」）

「
文
集
百
首
」
夏

　
　
　

殘
鶯
意
思
尽
、
新
葉
陰
涼
多

　

鶯
の
夏
の
は
つ
ね
を
そ
め
か
へ
て
し
げ
き
梢
に
か
へ
る
こ
ろ
か
な
（『
拾
玉
集
』1923

）

　
　
　

新
葉
陰
涼
多

陰
し
げ
き
な
ら
の
葉
が
し
は
日
に
そ
へ
て
ま
ど
よ
り
西
の
空
ぞ
少
き
（『
拾
遺
愚
草
員
外
』423

）

①
の
傍
線
部
は
前
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
四
季
の
中
に
秋
が
最
も
あ
は
れ
な
心
情
を
引
き
出
す
季
節
で
あ
る
と
い
う
美
意
識
は
『
古

今
和
歌
集
』
巻
四
・
秋
上
の
歌
「187

い
つ
は
と
は
時
は
わ
か
ね
ど
秋
の
よ
ぞ
物
思
ふ
事
の
か
ぎ
り
な
り
け
る
」
な
ど
か
ら
よ
く
知
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
採
ら
れ
た
白
詩
の
一
句
「
大
抵
四
時
心
揔
苦
、就
中
腸
断
是
秋
天
」
は
「
文

集
百
首
」
に
句
題
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。「
文
集
百
首
」
は
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
に
慈
円
・
定
家
・
寂
身
が
『
白
氏
文
集
』
の
詩
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句
を
句
題
に
詠
ん
だ
百
首
で
あ
り
、
②
の
傍
線
も
同
じ
「
文
集
百
首
」
に
詠
ま
れ
た
『
白
氏
文
集
』「
青
竜
寺
早
夏
」
の
一
句
を
踏
ま
え

て
い
る
。「
梢
」「
し
げ
き
」
な
ど
の
表
現
の
一
致
性
か
ら
、
こ
の
部
分
の
受
容
は
原
典
だ
け
で
は
な
く
、「
文
集
百
首
」
の
表
現
の
影
響

も
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑵
埋
も
れ
ぬ
名
を
長
き
世
に
残
さ
ん
こ
そ
、
あ
ら
ま
ほ
し
か
る
べ
け
れ
。
位
高
く
、
や
ん
ご
と
な
き
を
し
も
、
す
ぐ
れ
た
る
人
と

や
は
い
ふ
べ
き
。（『
徒
然
草
』
第
三
十
八
段
）

遺
文
三
十
軸
、
軸
軸
金
玉
声
。
龍
門
原
上
土
、
埋
レ
骨
不
レ
埋
レ
名
。（『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
一
・
格
詩
歌
行
雑
体
「
題
二
故
元
少

尹
集
後
一
二
首
そ
の
二2217
」）

小
式
部
内
侍
う
せ
て
後
、
上
東
門
院
よ
り
年
ご
ろ
賜
は
り
け
る
衣
を
亡
き
後
に
も
遣
は
し
た
り
け
る
に
、
小
式
部
と
書
き

付
け
ら
れ
て
侍
り
け
る
を
見
て
よ
め
る　
　
　

和
泉
式
部

も
ろ
と
も
に
苔
の
下
に
は
朽
ち
ず
し
て
埋
も
れ
ぬ
名
を
み
る
ぞ
悲
し
き
（『
金
葉
集
』
巻
第
十
・
雑
部
下
・620

）

文
治
の
頃
ほ
ひ
、
父
の
千
載
集
撰
び
侍
り
し
時
、
定
家
が
も
と
に
遣
は
す
と
て
よ
み
侍
り
け
る　
　
　

尊
円
法
師

わ
が
ふ
か
く
こ
け
の
し
た
ま
で
お
も
ひ
お
く
う
づ
も
れ
ぬ
名
は
き
み
や
の
こ
さ
む
（『
新
勅
撰
集
』
巻
第
十
七
・
雑
歌
二
・1192

）

と
し
を
へ
て
暮
行
く
と
し
は
つ
も
れ
ど
も
う
づ
も
れ
ぬ
名
は
ま
た
と
ま
り
つ
つ
（『
拾
玉
集
』

「
歳
暮
舎
利
報
恩
会
聴
講
分
別
品
和
歌
」4260

）

　
　
　

 

天

見
ず
知
ら
ぬ
う
づ
も
れ
ぬ
名
の
跡
や
こ
れ
た
な
び
き
わ
た
る
夕
暮
の
雲
（『
拾
遺
愚
草
』「
詠
百
首
和
歌
」707

）

『
徒
然
草
』
第
三
十
八
段
の
「
埋
も
れ
ぬ
名
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
採
ら
れ
る
『
白
氏
文
集
』「
題
二
故
元
少
尹
集
後
一
二
首
そ
の
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二
」
の
一
句
「
埋
レ
骨
不
レ
埋
レ
名
」
を
踏
ま
え
た
こ
と
は
第
一
節
に
述
べ
た
が
、
実
は
「
埋
も
れ
ぬ
名
」
と
い
う
言
葉
は
『
金
葉
集
』
に

見
ら
れ
る
小
式
部
の
死
を
悲
し
む
和
泉
式
部
の
和
歌
以
来
、
右
で
あ
げ
た
『
新
勅
撰
集
』
尊
円
法
師
の
和
歌
や
、『
拾
玉
集
』『
拾
遺
愚
草
』

の
和
歌
に
散
見
す
る
も
の
で
あ
り
、
歌
語
と
し
て
定
型
化
し
て
い
る
。『
徒
然
草
』
が
受
容
し
た
『
文
集
』
の
表
現
の
中
、
こ
う
い
う
和

歌
に
多
く
詠
ま
れ
た
も
の
は
少
な
く
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
が
受
容
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
が
和
歌
に
も
詠
ま
れ
た
例
を
見
て
き
た
。
中
に
は
、『
白
氏
文
集
』

の
表
現
が
和
歌
に
多
く
詠
ま
れ
て
定
型
化
し
た
歌
語
に
な
っ
て
い
る
言
葉
や
美
意
識
を
取
り
入
れ
た
も
の
や
、
白
詩
の
原
典
で
は
な
く

和
歌
に
詠
ま
れ
た
変
容
し
た
形
の
表
現
を
用
い
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。『
徒
然
草
』
は
こ
う
い
う
和
歌
の
世
界
の
プ
リ
ズ
ム

を
通
し
て
『
白
氏
文
集
』
を
受
容
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

三
、
ま
と
め

こ
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
に
受
容
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』
の
用
例
二
十
一
箇
所
を
分
析
し
た
。
そ
の
中
、『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』

な
ど
の
秀
句
撰
の
『
文
集
』
受
容
と
重
な
る
も
の
が
十
二
例
、『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』
な
ど
の
王
朝
文
学
の
『
文
集
』
受
容
と
重
な

る
も
の
が
八
例
、和
歌
の
『
文
集
』
受
容
と
重
な
る
も
の
は
同
じ
八
例
あ
り
、い
ず
れ
も
大
き
な
比
率
を
示
し
て
お
り
、『
徒
然
草
』
の
『
白

氏
文
集
』
受
容
は
、
先
行
の
古
典
作
品
に
大
い
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
白
氏
文
集
』
の
原
典
の
意
味
や
用
法
か
ら

離
れ
て
、
白
詩
の
表
現
だ
け
を
借
用
し
て
独
自
の
趣
旨
を
述
べ
る
方
法
や
、
和
歌
に
お
い
て
定
着
し
た
表
現
或
い
は
変
容
し
た
表
現
を

取
り
入
れ
る
方
法
が
目
立
つ
。
そ
し
て
、『
徒
然
草
』
の
『
白
氏
文
集
』
受
容
例
を
分
析
す
る
と
、『
和
漢
朗
詠
集
』
と
そ
の
古
注
や
、『
源

氏
物
語
』
と
そ
の
古
注
の
『
文
集
』
理
解
に
近
い
も
の
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、『
徒
然
草
』
は
こ
れ
ら
中
間
的
媒
体
を
通
し
て
『
白

氏
文
集
』
を
理
解
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
兼
好
が
『
徒
然
草
』
の
文
章
を
執
筆
す
る
際
、
前
述
し
た
稲
田
利
徳
氏
の
ご
論
考
に
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指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
先
行
の
古
典
作
品
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
独
自
の
意
匠
を
凝
ら
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
。『
白
氏
文
集
』
を
受
容

す
る
時
も
、
引
用
箇
所
は
先
行
す
る
日
本
の
古
典
作
品
と
ほ
ぼ
重
な
る
が
、『
白
氏
文
集
』
の
原
典
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
受
容
し
た

先
行
の
古
典
文
学
作
品
の
世
界
も
投
影
さ
せ
て
、
重
層
的
な
引
用
・
享
受
方
法
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
文
脈
の
『
白
氏
文
集
』

の
文
章
表
現
を
和
文
脈
に
自
然
に
織
り
成
し
、『
徒
然
草
』
本
文
の
意
趣
に
沿
う
よ
う
に
新
た
な
文
章
を
作
り
出
し
た
と
こ
ろ
に
、
兼
好

の
意
匠
と
筆
力
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、『
徒
然
草
』
の
『
白
氏
文
集
』
受
容
例
を
見
る
と
、
二
十
一
箇
所
の
う
ち
、
諷
喩
詩
を
九
首
摂
取
し
て
い
る
が
、
白
詩
の
諷

喩
的
な
性
格
が
見
ら
れ
ず
、
美
意
識
を
現
す
叙
情
表
現
と
し
て
な
ど
、
そ
の
表
現
だ
け
を
受
容
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。『
白
氏

文
集
』、
特
に
新
楽
府
は
平
安
時
代
以
来
盛
ん
に
読
ま
れ
て
き
た
が
、
主
に
そ
の
美
し
い
文
章
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
愛
好
さ
れ
た
。
鎌
倉
時

代
に
入
る
と
、
そ
の
諷
喩
性
・
教
訓
性
が
重
視
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
永
仁
三
年1295

写
の
『
管
見
抄
』
奥
書
に
「
古
今
之

間
、
緇
素
之
類
、
抄
二
出
此
集
一
、
雖
レ
多
二
其
人
一
、
皆
為
二
春
花
一
而
抄
二
出
之
一
、
為
二
秋
実
一
而
不
レ
抄
レ
之
。
於
今
抄
者
、
指
帰
異
レ
之
。

先
抽
二
治
政
之
要
一
、
是
依
レ
可
レ
補
二
私
務
一
也
。
次
採
二
斉
物
之
詞
一
、
是
依
レ
可
レ
養
二
己
志
一
也
。
後
拾
二
風
月
之
章
一
、
是
依
レ
可
レ
悦
二
我

目
一
也
」
⑯
と
あ
り
、
太
田
次
男
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
新
楽
府
は
唐
代
に
於
て
は
勿
論
の
こ
と
、
わ
が
国
に
伝
来
し
て
は
、
平
安
以

来
異
常
な
ま
で
の
盛
行
を
み
た
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
美
的
側
面
の
愛
好
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
白
氏
の
諷
喩
の
精
神
を
為
政
者
へ
の

教
訓
と
し
て
受
け
取
り
、
謂
わ
ば
教
訓
物
語
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
」⑰
。『
徒
然
草
』
の
『
白
氏
文
集
』
受

容
と
こ
れ
ら
中
世
の
『
文
集
』
に
対
す
る
新
た
な
解
釈
傾
向
と
の
関
わ
り
を
ど
う
理
解
す
る
か
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い

き
た
い
。

【
注
】
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①
久
保
田
淳
「
出
典
・
源
泉
・
先
蹤
」『
諸
説
一
覧
徒
然
草
』
明
治
書
院　

一
九
七
〇

　

川
口
久
雄
「
徒
然
草
の
源
泉
―
漢
籍
」『
徒
然
草
講
座
四
』
有
精
堂　

一
九
七
四

②
戸
谷
三
都
江
「『
徒
然
草
の
方
法
―
『
白
氏
文
集
』
受
容
に
お
け
る
―
」『
学
苑
』
四
〇
九　

一
九
七
四
・
一

　

金
文
峰
「『
徒
然
草
』
の
研
究
―
『
白
氏
文
集
』
受
容
考
（
一
）
―
」『
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要 

』
一
二
・
一　

二
〇
〇
一
・
一
一

　

金
文
峰
「『
徒
然
草
』
の
研
究
―
『
白
氏
文
集
』
受
容
考
（
二
）
―
」『
岡
大
国
文
論
稿
』
三
〇　

二
〇
〇
二
・
三

③
村
上
美
登
志
「『
徒
然
草
』
と
和
製
類
書
―
も
う
一
つ
の
漢
籍
受
容
―
」『
伝
承
文
学
研
究
』
四
〇　

一
九
九
一
・
一
二　

　

村
上
美
登
志
「
徒
然
草
と
類
書
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
二　

一
九
九
七
・
一
一

④
稲
田
利
徳
「『
徒
然
草
』
の
虚
構
性
」『
徒
然
草
論
』
笠
間
書
院　

二
○
○
八

⑤
稲
田
利
徳
「『
徒
然
草
』
と
『
源
氏
物
語
』」『
徒
然
草
論
』
笠
間
書
院　

二
○
○
八

⑥
伊
藤
正
義
・
黒
田
彰
・
三
木
雅
博
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』（
大
学
堂
書
店
一
九
八
九
）
に
よ
る
と
、
東
大
本
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
が
「
君
が
為
に
衣
裳
を
薫
す
れ
と
も
」
と
訓

読
し
て
い
る
が
、
国
会
図
書
館
本
『
和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
が
「
君
が
為
に
衣
裳
に
薫
す
れ
と
も
」
と
訓
読
し
て
い
る
。

⑦
『
徒
然
草
』
第
十
九
段
：「
言
ひ
つ
ゞ
く
れ
ば
、
み
な
源
氏
物
語
・
枕
草
子
な
ど
に
こ
と
ふ
り
に
た
れ
ど
、
同
じ
事
、
ま
た
、
今
さ
ら
に
言
は
じ
と
に
も
あ
ら
ず
。」

⑧
相
田
満
「
朗
詠
注
釈
の
和
漢
―
朗
詠
注
釈
開
題
考
―
」『
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
』
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
七
。

⑨
稲
田
利
徳
「『
徒
然
草
』
と
『
無
名
草
子
』」『
徒
然
草
論
』
笠
間
書
院　

二
○
○
八

⑩
伊
藤
正
義
・
黒
田
彰
・
三
木
雅
博
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』（
大
学
堂
書
店
一
九
八
九
）
第
二
巻
上
の
解
題
、
注
８
の
相
田
氏
論
文
に
よ
る
と
、
国
会
図
書
館
本
『
和
漢
朗
詠
注
』

は
見
聞
系
朗
詠
注
に
属
す
る
も
の
で
、
そ
の
書
写
は
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
で
あ
る
が
、
見
聞
系
朗
詠
注
の
成
立
は
院
政
期
以
前
に
遡
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

⑪
拙
稿
「『
徒
然
草
』
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
方
法
―
第
二
十
五
段
「
桃
李
も
の
言
は
ね
ば
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
三
九　

二
〇
一
三
・
三

⑫
安
良
岡
康
作『
徒
然
草
全
注
釈
』角
川
書
店　

一
九
七
七
。
な
お
、西
村
冏
紹
・
末
木
文
美
士『
観
心
略
要
集
の
新
研
究
』（
百
華
苑
一
九
九
二
）に
よ
る
と
、『
観
心
略
要
集
』現
存
三
本
の
中
、

寛
文
十
一
年
刊
本
は
「
夕
陽
之
前
愛
子
孫
」
と
作
る
が
、
残
る
寛
永
三
年
刊
本
と
無
刊
記
刊
本
は
「
夕
陽
之
前
憂
子
孫
」
と
作
る
。

⑬
玉
上
琢
彌『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』角
川
書
店　

一
九
七
八
。
な
お
、『
紫
明
抄
』が
大
い
に
依
拠
し
た『
光
源
氏
物
語
抄
』（『
異
本
紫
明
抄
』）も
同
じ
箇
所
に
白
詩
を
用
い
て
注
し
て
い
る
が
、

「
夕
陽
憂
子
孫
」
と
な
っ
て
い
る
（
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
『
源
氏
釈
・
奥
入
・
光
源
氏
物
語
抄
』
武
蔵
野
書
院
二
〇
〇
九
）。

⑭
『
枕
草
子
』（
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
』
古
典
文
庫
一
九
五
六
）
能
因
本
第
二
百
二
十
一
段
に
「
は
る
か
な
る
せ
か
い
に
あ
る
人
の
、
い
み
じ
く
お
ぼ
つ
か
な
く
い
か
な
ら
ん
と
お

も
ふ
に
、
文
を
み
れ
ば
た
だ
い
ま
さ
し
む
か
ひ
た
る
や
う
に
お
ぼ
ゆ
る
、
い
み
じ
き
事
な
り
か
し
」
と
あ
る
。『
無
名
草
子
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
無
名
草
子
』
新
潮
社
一
九
九
二
）

に
「
つ
れ
づ
れ
な
る
折
、
昔
の
人
の
文
見
出
で
た
る
は
、
た
だ
そ
の
折
の
心
地
し
て
、
い
み
じ
く
う
れ
し
く
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。
ま
し
て
亡
き
人
な
ど
の
書
き
た
る
物
な
ど
見
る
は
、
い

み
じ
く
あ
は
れ
に
、
歳
月
の
多
く
積
り
た
る
も
、
只
今
筆
う
ち
濡
ら
し
て
書
き
た
る
や
う
な
る
こ
そ
、
返
す
返
す
め
で
た
け
れ
。
た
だ
さ
し
向
ひ
た
る
ほ
ど
の
情
け
ば
か
り
に
て
こ
そ

侍
れ
、
こ
れ
は
、
昔
な
が
ら
つ
ゆ
変
る
こ
と
な
き
も
、
め
で
た
き
こ
と
な
り
」
と
あ
る
。
注
９
稲
田
氏
の
論
文
に
詳
し
い
。

⑮
『
平
家
物
語
』
巻
七
・
青
山
の
沙
汰
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
平
家
物
語
』
小
学
館
一
九
九
四
）
に
「
村
上
の
聖
代
応
和
の
こ
ろ
ほ
ひ
、三
五
夜
中
新
月
の
色
、白
く
さ
え
、涼
風
颯
々

た
り
し
夜
牛
に
、
帝
清
涼
殿
に
し
て
玄
象
を
ぞ
遊
ば
さ
れ
け
る
時
に
影
の
如
く
な
る
者
御
前
に
参
じ
て
優
に
け
だ
か
き
声
を
以
て
唱
歌
を
め
だ
た
う
つ
か
ま
つ
る
と
あ
る
。『
増
鏡
』
新
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島
守
（
井
上
宗
雄
『
増
鏡
全
訳
注
』
講
談
社
一
九
七
九
）
に
「
松
の
柱
に
葦
ふ
け
る
廊
な
ど
、
け
し
き
ば
か
り
こ
と
そ
ぎ
た
り
云
々
は
る
ば
る
と
、
見
や
ら
る
る
海
の
眺
望
、
二
千
里

の
外
も
、
の
こ
り
な
き
心
地
す
る
い
ま
さ
ら
め
き
た
り
」
と
あ
る
。

⑯
太
田
次
男
「
国
立
公
文
館
内
閣
文
庫
蔵
『
管
見
抄
』」『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
中
巻
』
勉
誠
社　

一
九
九
七

⑰
太
田
次
男
「
真
福
寺
蔵
新
楽
府
注
に
見
え
る
教
訓
と
武
家
社
会
」『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
下
巻
』
勉
誠
社　

一
九
九
七

参
考
文
献

『
徒
然
草
』本
文
は
烏
丸
本
を
底
本
と
し
た
三
木
紀
人『
徒
然
草
全
訳
注
』（
講
談
社
一
九
九
二
）に
よ
る
。
正
徹
本
を
底
本
と
し
た
久
保
田
淳
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系『
方
丈
記
・
徒
然
草
』

（
岩
波
書
店
一
九
八
九
）
を
参
考
。  

『
白
氏
文
集
』
本
文
と
詩
番
号
は
那
波
本
を
底
本
と
し
た
平
岡
武
夫
・
今
井
清
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』（
同
朋
舎
一
九
八
九
）
に
よ
る
。
南
宋
紹
興
本
を
底
本
と
し
た
謝
思
煒
『
白
居
易

詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
二
○
〇
九
）
を
参
考
。
訓
読
は
神
田
本
（
太
田
次
男
・
小
林
芳
規
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
勉
誠
社
一
九
八
二
）、
金
澤
文
庫
本
（『
白
氏
文
集
:
金
澤
文

庫
本
』
勉
誠
社
一
九
八
三
）、
万
治
元
年
刊
立
野
春
節
訓
点
本
（
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
九
』
汲
古
書
院
一
九
七
七
）
を
参
考
。

川
口
久
雄
・
志
田
延
義
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
『
和
漢
朗
詠
集
』　

岩
波
書
店
一
九
七
三

伊
藤
正
義
・
黒
田
彰
・
三
木
雅
博
編
著
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
大
学
堂
書
店　

一
九
八
九

小
町
谷
照
彦
・
後
藤
祥
子
校
注
・
訳
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
狭
衣
物
語
』　

小
学
館
一
九
九
九

和
歌
は
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
一
九
八
三
）
に
よ
る
。

金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集　

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇
』
培
風
社　

一
九
五
五

阿
倍
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
小
学
館　

一
九
九
六

＊
討
論
要
旨

村
尾
誠
一
氏
は
、
発
表
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
例
が
本
当
に
『
白
氏
文
集
』
の
影
響
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
疑
問
を
呈
し
た
。
例
え
ば
五
十
四
段
の
「
あ
は
れ
紅
葉
を
焼
か
ん
人

も
が
な
」
は
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
全
く
間
違
い
な
い
が
、「
紅
葉
散
ら
し
か
け
な
ど
」
や
「
あ
り
つ
る
苔
の
む
し
ろ
に
」
は
話
中
の
坊
主
た
ち
の
い
た
ず
ら
で
あ
り
、『
白
氏
文
集
』

の
影
響
と
考
え
る
の
は
難
し
く
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
発
表
者
は
、『
徒
然
草
』
に
引
用
さ
れ
る
漢
詩
文
を
辿
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
今
回
挙
げ
た
例
は
全
て
古

注
釈
で
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
補
足
し
た
。
仮
に
『
白
氏
文
集
』
の
句
を
念
頭
に
お
い
て
紅
葉
と
苔
を
話
の
舞
台
に
設
け
た
の
な
ら
ば
興
味
深
い
と
考
え
て
例
示
し
た
と
回
答
し
た
。

村
尾
氏
か
ら
パ
ロ
デ
ィ
的
な
面
白
さ
の
意
か
と
の
確
認
が
あ
り
、
発
表
者
は
そ
れ
を
肯
ん
じ
た
。

楊
暁
捷
氏
は
、
漢
籍
を
受
容
す
る
こ
と
自
体
の
格
好
良
さ
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
パ
ロ
デ
ィ
的
側
面
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
語
彙
レ
ベ
ル
の
み
の
追
求
に
は
自
ら
限
界
が
あ
り
、

語
彙
以
上
の
遊
び
、
格
好
良
さ
、
捻
り
の
検
証
が
次
の
課
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
発
表
者
は
、『
徒
然
草
』
全
体
の
思
想
お
よ
び
そ
の
『
白
氏
文
集
』
と

の
共
通
性
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
向
き
合
っ
て
ゆ
き
た
い
と
回
答
し
た
。




